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順位 語 頻度 順位 語 頻度 順位 語 頻度
1 投げる 39 1 考える 18 1 遊ぶ（遊び） 50
2 ボール 33 2 自分 16 2 自分 15
3 考える 25 3 自然 14 3 考える  9
4 チーム 21 4 遊ぶ 12 4 ボール  9
5 自分 18 5 虫 12 5 思う  8
6 ボッチャ 17 6 動かす 11 6 見る  8
7 応援 16 7 体 11 7 体  7
8 ルール 12 8 走る 10 8 伝える  7
9 体 12 9 行動 10 9 たくさん  7
10 動かす 12 10 遊び  9 10 絵  6
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チームや自分で考えながら行う活動であることが示
された。（2）森の遠足の上位５語は、考える（18語）、
自分（16語）、自然（14語）、遊ぶ（12語）、虫（12
語）であり、自分で考えながら、虫を捕まえたりし
て自然の中で遊ぶ活動であることが示された。（3）地
域連携と親子広場の上位５語は、遊ぶ（遊び）（50
語）、自分（15語）、考える（９語）、ボール（９語）、
思う（８語）であり、学生が子どもと遊びながら、
子ども自身の心情を考えたり思ったりする活動であ
ることが示された。本研究において、上位に挙げら
れた頻出語の内容から、学生が各体験活動を通して
子ども自身がどのような力を身に付けたかについて
深く考察することができたと考える。
２）３つの各体験における共起ネットワーク分析結果
次に、テキストファイルの各行に１件ずつ入力さ
れた記述を読み込み、テキストから自動的に語を取
り出し、それらの語の共起関係を探索した。なお、
分析にあたって、出現数による後の取捨選択に関し
ては、最小出現数３、描画する共起関係の絞り込み
では描画数を60に設定した。その結果、３つの各体
験の共起ネットワークモデルが算出された。分析結
果の読み方としては、強い共起関係は太い線、出現
数の多い語ほど大きい円で描画されている。また、
語（Node）の色分けは「媒介中心性」によるもの
であり、色の濃いものが中心性の高さと関連するこ
とが示されている。
３）共起ネットワーク分析結果（ボッチャ体験後）
（1）ボッチャの結果では、「①ボッチャ─行う─
取り組む─チーム─協力─目指す」、「②勝つ─気
持ち─戦う─負ける─遊ぶ─悔しい─負け」、「③
体─動かす─味わう─勝ち負け」、「④ルール─守
る─意識─得点」、「⑤投げる─ボール─自分─
考える─位置─ジャック─良い」、「⑥ルール─守
る─意識─順番─理解─聞く」、「⑦作戦─言
葉─伝える」、「⑧応援─仲間─励ます」、「⑨体─
動かす─味わう─勝ち負け」の９つのネットワー
クが構成された。
（1）ボッチャの分析結果と幼児期の終わりまでに
育ってほしい（10の）姿を比較すると、１）健康な
心と体：③、２）自立心：②・⑤、３）協調性：
①・⑧、４）道徳性・規範意識の芽生え：④、５）
社会生活との関わり：該当なし、６）思考力の芽生
え：⑤・⑦、７）自然とのかかわり・生命尊重：該
当なし、８）数量・図形・文字等への関心・尊重：
④、９）言葉による伝え合い：⑦、10）豊かな感性
と表現：②・⑨と関連していた。
（1）ボッチャでは、５）社会生活との関わり、７）
自然とのかかわり・生命尊重、に関する姿は示され
なかったが、他の体験活動と比べて、２）自立心や
３）協調性、８）数量・図形・文字等への関心・尊
重、10）豊かな感性と表現の４つの力が身に付いた
と考える。
以下は、（1）ボッチャ体験後の共起ネットワーク
（図１）を示す。
４）共起ネットワーク分析結果（森の遠足体験後）
（2）森の遠足の結果では、「①言葉─大学生─人
間─関わる─学ぶ─葉─形─数える─見る─周
り」、「②順番─守る─ルール─危険─避ける」、
「③遊ぶ─元気─走る─自然─触れ合う─身体─
動かす─活動─十分」、「④自分─考え─動く─
行動─時間─意識─行く」、「⑤友達─一緒─協
力─伝える─見つける」、「⑥遊び─考える─楽し
い」、「⑦虫─植物─生き物─触れ合い─大切─
興味」の７つのネットワークが構成された。
（2）森の遠足の分析結果と幼児期の終わりまでに
育ってほしい（10の）姿を比較すると、１）健康な
心と体：③、２）自立心：④・⑥、３）協調性：②・
⑤、４）道徳性・規範意識の芽生え：②、５）社会
図１（1）ボッチャ体験後の共起ネットワーク分析結果
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生活との関わり：該当なし、６）思考力の芽生え：
④・⑥、７）自然とのかかわり・生命尊重：⑦、８）
数量・図形・文字等への関心・尊重：①、９）言葉
による伝え合い：①・⑤、10）豊かな感性と表現：
⑥と関連していた。
（2）森の遠足では、５）社会生活との関わりに関
する姿は示されなかったが、他の体験活動と比べ、
１）健康な心と体や７）自然とのかかわり・生命尊
重、９）言葉による伝え合いの３つの力が身に付い
たと考える。
以下は、（2）森の遠足体験後の共起ネットワーク
（図２）を示す。
５）共起ネットワーク分析結果（地域連携と親子広
場体験後）
（3）地域連携と親子広場の分析結果では、「①楽し
い─片付け─感じる─物─運ぶ─言葉─少し─
保護─場─スタッフ─あいさつ─伝える─あり
がとう─言う」、「②ボール─プール─たくさん─
ハイハイ─空間─肋木（ろくぼく）─体─動か
す」、「③遊ぶ─自分─思う─楽しむ─見る─遊
び方─考える」、「④ルール─守る─順番─今─
子─関わる」、「⑤ブロック─協力─作る─積み
木─形─規範─取る」、「⑥電車─走る」、「⑦友
達─自ら」、「⑧外─自然─ドングリ」、「⑨絵─表
現─描く」、「⑩社会─生活─プリプリ」、「⑪使
う─譲る」の11つのネットワークが構成された。
以下は、（3）地域連携と親子広場体験後の共起ネッ
トワーク（図３）を示す。
（3）地域連携と親子広場の分析結果と幼児期の終
わりまでに育ってほしい（10の）姿を比べて、１）
健康な心と体：②・③、２）自立心：③、３）協調
性：④・⑤・⑪、４）道徳性・規範意識の芽生え：
⑤、５）社会生活との関わり：⑩、６）思考力の芽
生え：③、７）自然とのかかわり・生命尊重：⑧、
８）数量・図形・文字等への関心・尊重：⑤、９）
言葉による伝え合い：①、10）豊かな感性と表現：
⑨と関連すると考える。
（3）地域連携と親子広場では、ネットワーク全て
が10の姿に当てはまると考えられた。また特に、子
どもだけでなく親との関わりを通して、学生は５）
社会生活との関わりを学んでいる可能性が示され
た。
８．総合考察
本研究では、（1）ボッチャ（Ｕ短大１年生）、（2）
森の遠足（Ｕ大学１年生）、（3）地域連携と親子広場
（Ｈ大学２・３年生）の各体験活動後、幼児期まで
に育ってほしい（10の力）姿がどのように身に付い
たかについて、自由記述による調査を行った。分析
には、KH Coderを用いることで、客観性を確保し
ながら自由記述における全体的な傾向を捉えること
とした。その結果、（3）地域連携と親子広場の体験
後における学生の総抽出語が最も多く、次に（1）
ボッチャ、（2）森の遠足という順番であった。（3）地
域連携と親子広場の対象学生は大学２・３年生であ
り、他の体験活動の対象者よりも上級生であるこ
図２（2）森の遠足体験後の共起ネットワーク分析結果
図３（3）地域連携と親子広場体験後の
共起ネットワーク分析結果
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と、調査実施時に学生達は既に数回の活動を経験し
ている状態であったことが総抽出語数の多さにつな
がったと推察される。
次に、３つの体験毎の自由記述について、それぞ
れの体験毎に共起ネットワーク分析を行った。その
結果、体験毎に示された各ネットワーク構成は、お
おむね幼児期の終わりまでに育ってほしい（10の）
姿に当てはまることが示された。また、（1）ボッ
チャは、２）自立心や３）協調性、８）数量・図
形・文字等への関心・尊重、10）豊かな感性と表現
の４つの力、（2）森の遠足は１）健康な心と体や７）
自然とのかかわり・生命尊重、９）言葉による伝え
合いの３つの力、（3）地域連携と親子広場は、10の
姿全てに当てはまることが示された。そして特に、
５）社会生活との関わりは、（3）地域連携と親子広
場の体験活動で身に付くこと可能性が示唆された。
また、本研究の結果は、これまで実施されて多様
な授業や行事（活動）を通して、学生自身が体得で
きる要素を含んでいることを示唆する結果であると
考えられる。また、この結果は、教員による一方向
的な講義形式の授業展開だけでなく、ALを活用し
た行事実習等の体験的な活動を積極的に実施するこ
とが、学生のより深い学びに繋がることが示された
と考える。
９．今後の課題
本研究では、３つの体験毎に自由記述による分析
を行ったが、各体験における調査対象者数が異なっ
ていた。そのため今後は、調査対象者数を均等にし
た上で、分析を行う必要があると考える。また、学
生が想起した記述の内容が、どのような具体的な場
面を体験して、記述されたかを明らかにすることで、
学生が記述した子どもの幼児期の終わりに育ってほ
しい姿をより詳細に捉えることができると考える。
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